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自己紹介

氏名：八木橋 秀一(やぎはし しゅういち) 48歳

仕事の内容：20歳で花善に入社 36歳社長着任

20代は調理及び配送業務、30代は経理/事務全般

40代は、人が足りないところで働く
趣味

プロレス観戦：中学卒業後メキシコへ!!自分で興行も
ダイビング： 現在562本潜ってます!! 
倖田來未：   LIVEのためなら海外へも!!



経営理念

・変わらぬ味を守り続けること

・駅弁屋としての責務を全うすること

・一人一食という考えを忘れざること



海外展開支援事業費補助金

・スイス/チューリッヒへの渡航3回

※ポップアップ店舗の視察や開催

・香港への渡航1回

※冷凍鶏めしの輸出



スイス
チューリッヒ中央駅
3社でクラスタ出店

2025年2月6日～27日

駅弁ショップ



EKIBENクラスタを組む意義

•フランスでの経験から、お客様に選ぶ楽

しみが提供出来なかった。

•駐在員を派遣することの難しさ

•投資が膨らんでくる＝皆のお金

•1社での対応の限界



EKIBEN WORLD TEAM

●2024年3月に設立
□会 長/ 花 善     :秋田県大館市
□副会長/まねき食品:兵庫県姫路市
□監 事/ 松浦商店 :愛知県名古屋市
●海外を目指す駅弁屋組織



実施体制図



メニュー



結果としての駅弁ショップ

•調査人数：298名

•男女比：男性43％／女性54％／その他3％

•年齢層：ボリュームゾーン 25歳～54歳

•国別比率：日本人19％・スイス人64％・その他17％

•知ったきっかけ：ＳＮＳとクチコミが顕著に多い

•評価：5点満点中平均値4.46点

•価格：安い3％・妥当73％・高い24％



香港での冷凍鶏めし

◼2年連続のFOOD EXPOに出

展も手応え無し

◼パッケージデザイン変更で

中間層へのアプローチ

◼5月より大手スーパーに参入



香港での課題点

☆なかなか現地パートナーを選定できない

☆日本企業は、みな富裕層狙い

☆電子レンジへの抵抗感

☆EKIBEN＝長距離列車が無い国



秋田県加工食品輸出拡大協議会

●2023年6月に設立
●稲庭うどん・いぶりがっこ・日本酒・味噌や
 醤油・あきたこまち・きりたんぽや駅弁

●クラスターを組むことで１社が６社を宣伝



大館の文化になる夢

４強から５強へ





ご静聴いただき、

どうもありがとう

ございました。
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